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要 旨

言語聴覚療法を専攻する学生に対して，インアリル・アプローチのトランスクリプトを参考にして臨床実習

で必要となる行動観察，観察記録の演習を行った．自閉症児の訓練場面のビデオを視聴し，意図的な伝達行動，

意図しない非伝達行動，訓練者の子どもへの反応を学生に記録させた．演習前にプレテストを実施し，その後

演習を 回行い，最後にポストテストを実施した．そして，記録すべき行動・反応に対する学生の記録状況を

比較した．伝達行動，非伝達行動，訓練者の子どもへの反応の記録は，プレテストよりポストテストにおいて

有意に改善した（ ）．以上のことから，今回の演習は学生の行動観察・観察記録のスキルを高めるうえ

で有効なものと考えられた．

キーワード 行動観察・記録，自閉症児，言語聴覚士
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【はじめに】

三橋 ）は，観察法，記録法について， 教育実践

の場においても，その目的に応じて様々な観察方法

がとられているが，授業における教師と学習者の行

動を時間に従って記録していく行動描写法によるこ

とが多い と述べている．また三橋 ）は， 授業に

は連続した流れがあり，重要な場面における言語・

非言語行動をすべて漏らさず記録していくことは，

新任教員や教育実習生には難しいことである とも

述べている．行動描写法のような観察法，記録法は，

教育の授業観察だけでなく，言語聴覚士養成校の学

生が実習に出た際の患者諸氏の観察にも用いられて

いる．小林 ）は， 臨床の場における実習生は単な

る見学者ではなく，言語聴覚士になるための準備段

階にある者として，ある程度のプロフェッショナル

な能力と態度が必要である と述べていることから

も，実習以前に学生に対して観察法，記録法のトレー

ニングをすることは不可欠であると思われる．

観察法，記録法に関してインリアル・アプローチ
）では， マクロ分析は，子どもの状態やかかわる

大人の基本的姿勢などについて，大まかにとらえ，

検討を行う とし，また， ミクロ分析では，実際

のことばかけやタイミングなどについて，さらに細

かな視点から両者のコミュニケーションを分析す

る と述べている．さらにミクロ分析について， ビ

デオ場面の一部を取り出し，子どもと大人の行動や

ことばの時間軸に沿って逐次書き出したトランスク

リプト（継次的記録）を作成することが基本となる

と説明している．

本研究では，学生が実習に臨むにあたり，学習し

ておくべき観察法，記録法に関して，インリアル・

アプローチのトランスクリプトを参考に演習を行っ

た．そして，演習の前後における学生の観察力，記

録力の変化について検討した．

【方法】

．対象

県にある 専門学校生 学科 年次生 名（男

名，女 名）．年齢は 歳（平均

歳）であった．

．手続き

）視聴映像

視聴映像は，臨床経験 年以上の言語聴覚士が

行った言語聴覚療法場面（ 分）であった．ビデオ

症例は自閉症の 歳児で，単語の理解は高いものの

発語は単語レベルで少なく，自閉症特有の常同行動，

反響言語，反響模倣が見られた．

ビデオは，自由に動き回る対症児を机上課題に誘

導する訓練場面であった．教材は木の棒に輪を通す

おもちゃ（以下，ペグ）を用いた．最初，対症児は，

離れた場所でピョンピョン飛び跳ねる自閉症特有の

常同行動をしていたが，徐々に机に置かれたペグに

近寄ってきて，

（以下， ）とペグ課題を行うようになった．

分程度の訓練時間内に途切れることはあったもの

の， 分程度の持続時間で 回程度ペグ課題を

実施できた．対症児が，訓練中に の指示通りに

課題を実施できたのは ％程度， の指示に通り

に課題を実施できなかったのは ％程度，その他は

常同行動，課題からの離脱等であった．

）観察法，記録法

図 にインリアル・アプローチのトランスクリプ

トを参考に作成した記録用紙の例を示した．記録用

紙では，左側に子どもの行動を記録し，右側に大人

（関わる人）の行動を時間軸に沿って記載した．子

どものことば，行動に対して がどのような反応

をしたかを セットにして，同じ行に記載した．図

中にある右矢印は，子どもが大人の意図的な刺激や

反応に対して，ことばや行動を発した場合に記載し，

独語，ふらふら歩くなど刺激に無反応な場合は記載

しなかった．左斜め下への矢印は，子どもがことば

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻 号



や行動を発した際，大人が反応を返した場合記載し

た．

インリアル・アプローチの行動の分類（表 ）を

参考に，観察場面において評価（記載）すべき項目

を示した．まず，意図的な伝達行動と意図していな

い伝達行動（以下，非伝達行動）に分類した．伝達

行動は発声，行動に分類した．さらに，行動は物品

の受け渡しや物品を見る・見せる行動と非言語活動

として指差し，手を伸ばす，視線選択，共同注視と

した．非伝達行動では，まず，発声と行動に分類し，

発声は独語とした．行動は物品を触る，見る，独り

で遊ぶことと，その他としてうろつく，刺激に対し

て無反応とした．

）方法

学生は，まずプレテストとして，指導の行われて

いない状態でビデオ視聴をし，子どもの伝達行動，

非伝達行動，子どもへの の反応を行動観察記録

に書くことを求められた．ビデオの視聴時間は 分

であった．次に，今回設定した観察法，記録法の説

明を受け，行動観察記録を作成する演習に移行した．

演習は，まずビデオを視聴し， 用紙にメモを取

り，そのメモをもとに観察法，記録法のルールに従っ

て行動観察記録を作成した．作成された行動観察記

録は，その場で指導者が観察法，記録法のルールに
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表 観察場面での評価（記載）すべき項目

分類 大項目 小項目 評価（記載）事項

伝達行動

発声 発声 発語，発話，発声

行動
物品（物） 見る，見せる，渡す，受け取る，

非言語行動 指差し，手を伸ばす，視線選択，共同注視

非伝達行動

発声 発声 独語

行動
物品（物） 触る，見る，独りで遊ぶ

その他 うろつく，刺激に対して無反応

図 インリアル・アプローチのトランスクリプトを参考に作成した記録用紙の例



従って添削を行い，さらに視聴ビデオを映しながら，

評価の観点を逐次説明した．評価の観点の説明後，

視聴ビデオを 回再生し，学生は自身の行動観察記

録の修正を行った． 回の視聴ビデオは 分程度の

長さで，評価すべき項目は 個程度になるようにビ

デオの時間を調節した． 回の演習に要した時間は

分であった．演習は計 回行った．演習終了後，

プレテストと同じ条件でポストテストを実施した．

あらかじめプレテスト用ビデオ，演習用ビデオ，

ポストテスト用ビデオの計 本について，それぞれ

記録すべき伝達行動数，非伝達行動数，子どもへの

の反応数をカウントした．そして，学生の記録

数を記録されるべき行動数，反応数で除したものを

百分率で表し，達成率とした．

）データの統計学的処理

比較する変数は，伝達行動，非伝達行動，子ども

への の反応の達成率とした．統計手法は，

法を用い，実施回数間の関連について

は 検定を用いた．有意水準はいずれも

％未満とした．以上の統計学的処理には統計ソフ

トウェア を使用した．

）倫理的配慮

学生には，授業時間内に， 行動観察記録データ

の二次利用に関する説明書 を提示し，口答で説明

した．説明では，参加に関しては個々人の自由意思

であり，データ利用を好ましく思わない場合は同意

する必要がない旨を伝えた．そして，同意が得られ

た学生のデータのみを利用した．視聴映像の対象児

及び保護者に対しては，書面と口頭で学生に対する

映像の視聴許可，研究目的，研究内容に関する同意

を得た．

【結 果】

適合度検定によって全ての変数で正規性が棄

却されたため，演習回数間の比較には 検

定を用いた．その結果，全ての変数で演習回数間に

有意差がみられた（ ）．変数別に，プレテ

スト，演習 回ごと，ポストテストの中央値等を表

に示した．プレテスト，演習 回ごと，ポストテ
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表 伝達行動と非伝達行動， の子どもへの反応の

記録数

子ども

伝達行動 非伝達行動 反応

プレテスト （ ） （ ） （ ）

演習 回目 （ ） （ ） （ ）

演習 回目 （ ） （ ） （ ）

演習 回目 （ ） （ ） （ ）

演習 回目 （ ） （ ） （ ）

演習 回目 （ ） （ ） （ ）

ポストテスト （ ） （ ） （ ）

中央値（四分位範囲）

表 伝達行動の記録達成率

回数 達成率（平均 標準偏差）

プレテスト ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

ポストテスト ％

演習 回目， 演習 回目， 演習 回目， 演習 回目，

演習 回目， ポストテストと有意差あり（ ）

表 非伝達行動の記録達成率

回数 達成率（平均 標準偏差）

プレテスト ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

ポストテスト ％

演習 回目， 演習 回目， 演習 回目， 演習 回目，

演習 回目， ポストテストと有意差あり（ ）



ストの回数間での比較には 法を用い

た．その結果，全ての変数でプレテストよりポスト

テストのほうが有意に高かった（ ）．

伝達行動，非伝達行動， の子どもへの反応の

回数間における達成率について，それぞれ表 から

表 に示した．伝達行動の達成率では，演習 回目

と演習 回目，演習 回目と演習 回目，演習 回

目と演習 回目に有意差（ ）がみられた．

非伝達行動の達成率では，プレテストと演習 回目，

演習 回目と演習 回目に有意差（ ）がみ

られた． の子どもへの反応の達成率では，プレ

テストと演習 回目，演習 回目と演習 回目，演

習 回目とポストテストに有意差（ ）がみ

られた． つの変数全てに共通して有意差がみられ

たのは，演習 回目と演習 回目であった．

【考 察】

本研究では，学生の行動観察・記録の演習授業が，

伝達行動，非伝達行動，子どもへの の反応の記

録達成率に与える影響について検討した．

伝達行動の記録達成率では，演習 回目から演習

回目まで演習回数を経るごとに向上していた．こ

のことから，子どもの意図的な発信である伝達行動

の行動観察・記録は，演習回数を重ねるほど学生の

習熟度が順調に向上するものと考えられた．

非伝達行動の記録達成率では，演習 回目まで回

数間に有意差がみられず，演習 回目と演習 回目

で有意差がみられた．よって，非伝達行動の記録に

は習熟するまでに時間を要するものと考えられた．

子どもへの の反応の記録達成率でも，演習 回

目まで回数間に有意差がみられず，演習 回目と演

習 回目，演習 回目とポストテスト間に有意差が

みられた．以上のことから，非伝達行動の記載達成

率と同様，習熟するまでに時間を要するものと考え

られた．

つの変数で共通する変化は，演習 回目と演習

回目に有意な変化がみられたことであった．これ

は，今回の演習活動において， 回目の演習で学生

の習熟度が向上したことを示唆している．よって，

今回の行動観察・記録演習では，最低限 回の演習

が必要なものと考えられた．

本研究では，子どもの意図的な発信を伝達行動，

意図していない発信を非伝達行動，子どもへの

の反応の つについて検討した．全ての変数でプレ

テストに比較してポストテストで有意な改善がみら

れた．しかし，実際の臨床場面で評価すべき項目は

多様である．また，一人当たり から 分と長い時

間の行動を観察し，記録し続けなければならない．

実際の臨床場面で評価すべき項目について東川 ）

は， 対人コミュニケーション行動の相互性（応答

性 項目，意思表示 項目，継続性 項目） 他者

への注目・距離・表情変化（ 項目） 特徴的なコ

ミュニケーション（ 項目） の計 項目をあげて

いる．また，小島ら ）は，作業療法場面での行動観

察による高次脳機能評価として の項目をあげてい

る．このように臨床場面では多くの項目を観察する

必要があるため，今後は観察項目を細分化した行動

観察・記録の演習へと展開していく必要がある．ま

た，実際の臨床場面において必要となる長時間の行

動観察及び記録に対しても演習を行うことが必要で

あろう．

【文 献】
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表 の子どもへの反応の記録達成率

回数 達成率（平均 標準偏差）

プレテスト ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

演習 回目 ％

ポストテスト ％

演習 回目， 演習 回目， 演習 回目， 演習 回目，

演習 回目， ポストテストと有意差あり（ ）
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